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研究要旨 
WHO 飲料水水質ガイドラインの更新に伴う変更点の一つとして、シアノトキシンに関するガ

イドライン値の変更が記載された。その中で特に大きな変更点としては、ガイドライン値とし

て新たに Anatoxin-a variants、Cylindrospermopsins、Saxitoxins が追加されたことである。そこで、

この変更に伴い、シアノトキシンに関する調査を行うことが重要となる。そこで、水道水源で

のシアノトキシンの調査を実施した。日本全国の 21 水源について、Microcystin(MC)-LR、MC-
RR、MC-YR、Cylindrospermopsin(CYN)、7-deoxy-CYN、Anatoxin-a について調査を行った。そ

の結果、1 地点を除いて、対象のシアノトキシンは非検出であった。検出した水源では、MC-
LR、MC-RR について 1 μg/L 以上の濃度が確認されたが、浄水試料では非検出となり、浄水処

理により Microcystin が十分に制御できていることが確認された。 
 
 
A. 研究目的 
 湖沼の富栄養化等による水源水質の悪化に伴

う藻類の異常増殖により，水道水の水質悪化、異

臭味問題などが生じている。一方、世界では藻類

の異常発生に伴う健康影響として、シアノバクテ

リア（藍藻類）が産生する毒性物質（シアノトキ

シン）について着目している。その中でも WHO
飲料水水質ガイドラインで記載されていた

Microcystin-LR は、日本においても要検討項目と

して暫定目標値が記載されている。シアノトキシ

ンの中ではガイドライン項目として Microcystin-
LR のみが取り上げられていたのは、シアノトキ

シンに関する毒性評価の情報が限定されていた

ことによるものである。 
令和 4 年 3 月に更新された WHO 飲料水水質ガ

イドライン第４版（第１及び第２補遺を含む）1)が

公表され、ガイドライン値の修正、追加が行われ

た。更新された項目にはシアノトキシンに関する

内容が組み込まれており、ガイドライン値等が大

幅に更新された。シアノトキシンについて、主な

変更点は下記の通りである。 
・Microcystin-LR を Total Microcystins に変更 
・シアノトキシンとして、Anatoxin-a variants、
Cylindrospermoposins、Saxitoxins が新たに追加 
・シアノトキシンのガイドライン値として短期曝

露によるガイドライン値を新たに設定 
一方、日本国内ではシアノトキシンの追加項目

に対する調査自体があまり進められておらず、情

報が非常に限定されていることから、これらの情

報収集が今後の水質基準等での検討において重

要となると言える。そこで、今後の検討に向けた

情報収集として、水道水源でのシアノトキシンの

調査を行った。 
 
B. 研究方法 
測定対象としたシアノトキシンを表 1 にまとめ

る。選択したシアノトキシの基準としては、水源

での検出実績があり、かつ標準品とその安定同位

体標識化合物（サロゲート物質）が購入可能であ

る６物質を選定した。 
本調査では、2023年 9月に採水された全国 21ヶ
所の水道水源の試料を用いて、シアノトキシンの

調査を行った。試料の前処理については、Matsuki
らの前処理手順 1)に従った。その後、各試料につ

いて、LC-MS/MS により測定を行った。用いた機

器は 3200 QTRAP LC-MS/MS System(Sciex)で、用

いたカラムは CAPCELL CORE ADME 2.1×150 mm 
HPLC COLUMN, 2.7 µm（大阪ソーダ）である。分

析条件についても、Matsukiらの分析条件 1)を参考

に、使用機器での最適条件を決定した。各物質の

定量下限については表 1 にまとめる。各物質のピ

ーク位置の判断は、サロゲート物質として添加し

た安定同位体標識化合物のピークと重なりに基

づいて判定した。 
  
C. 研究結果および D. 考察 
 WHO 飲料水水質ガイドライン第４版（第１及

び第２補遺を含む）に記載されたシアノトキシン

のガイドライン値 2)を表 2 にまとめる。本調査で
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使用した機器では、ガイドライン値のおおよそ 10
分の 1 の濃度レベルまで検出可能であることが確

認された。 
 続いて、2023年 9月に採水された全国 21ヶ所

の水道水源の試料の調査を行った結果、20ヶ所で

は対象６物質は検出されなかった。一方で、一つ

の水源からは、Microcystin(MC)-LR が 1.8 μg/L、
MC-RR が 1.2 μg/L と 1 μg/L 以上の高濃度で確認

された。その他にも、MC-YR が 0.24 μg/L で確認

された。そこで、MC が検出した水源を原水とし

ている浄水試料（同時期に採水）について、測定

対象の６物質について測定を試みた結果、浄水試

料からは対象物質が検出されなかった。 
 2022 年に行った調査では、別の水源で MC-RR
の検出が確認されたことから、MC については

様々な水源で検出する可能性が示唆された。一方

で、2022年の調査でも浄水試料からは対象物質は

検出されなかったことから、MC については浄水

処理で制御可能であると考えられた。 
 
E. 結論 
 WHO 飲料水水質ガイドライン第４版（第１及

び第２補遺を含む）で新たに変更があったシアノ

トキシンについて、日本全国の 21 水源で調査を

行った。その結果、MC-LR と MC-RR が 1 μg/L 以

上の高濃度で確認された水源が一つ存在した。た

だし、浄水試料では検出されなかったことから、

浄水処理で MC は十分に制御可能であることが推

察された。 
 
F. 健康危険情報 
該当なし 
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1. 論文発表 
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表 1 測定対象としたシアノトキシン 6 物質 

 

 
＊3200 QTRAP LC-MS/MS System(Sciex)での定量下限 

 
 
 
 
 
 
 

表 2 シアノトキシンに関するガイドライン値一覧 2) 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

*長期曝露に対するガイドライン値ではなく、短期曝露の 1/10 の濃度である 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物質名 購入先 定量下限(μg/L)*
Microcystin-LR 富士フイルム和光純薬 0.1
Microcystin-RR 富士フイルム和光純薬 0.1
Microcystin-YR GOLD STANDARD DIAGNOSTICS 0.1
Cylindrospermopsin GOLD STANDARD DIAGNOSTICS 0.1
7-Deoxy-Cylindrospermopsin GOLD STANDARD DIAGNOSTICS 0.1
Anatoxin-a GOLD STANDARD DIAGNOSTICS 0.1

MCs CYNs ATXs STXs
(μg/L)

AL1 1 0.7 3 0.3
(lifetime pGV) (lifetime pGV) (1/10 of AL2) (1/10 of AL2)

AL2 12 3 30 3

(short-term
pGV)

(short-term
pGV)

(short-term
provisional
reference)

(acute GV)



 

 
 


